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大学評価学会第15回全国大会について（第二次案内）
　第15回全国大会は、別府大学国際経営学部（開設10周年記念事業の一環）の共催を得
て、2018年3月3～4日の2日間の日程で別府大学（別府キャンパス・国際経営学部棟）
にて開催いたします。開催校の会員は中道眞会員のみですが、開催校のご協力を得て準
備を進めてまいります。
【会　場】
＊別府大学（〒874-8501 大分県別府市北石垣82）
 　交通アクセスhttp://www.beppu-u.ac.jp/access/
【シンポジウム】
　シンポジウムのテーマは過日開催された第Ⅵ期第11回理事会において、「（仮）大学
評価のリアリティ：グローバル化とローカル化のはざまで」となりました。現在、報告
者（3人）の依頼を進めています。充実した報告と議論にご期待ください。
【日　程】
・１日目（3月3日（土））
　　　　午前：第１分科会（自由研究発表）
　　　　昼：理事会（第Ⅵ期第12回）
　　　　午後：会員総会（理事選挙を含む）

シンポジウム
　　　　夜：懇親会（於：大学付属「香りの博物館」１階「カフェ サ・サンボン」）
・２日目（3月4日（日））

午前：テーマ分科会（第２分科会「教職協働」、第３分科会「発達保障」）
　　　　昼：理事会（第Ⅶ期第１回）
　　　　午後：特別セッション「別府と別府大学における学び」
【宿　泊】
大学近隣にある「ホテルサンバリー」または「ホテルサンバリーアネックス」をご紹

http://www.beppu-u.ac.jp/access/
http://www.beppu-u.ac.jp/access/
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介します。いずれも、別府大学が提携しています。
（http://www.hotelsunvalley.com/）
以下は、中道会員からの情報です。
･･･ホテルサンバリーですと4200円です。簡単な朝食がついています。ホテルサンバリー
アネックスですと、宿泊のみは6030円、朝食付きは6870円です。すべて税込みです。
なお、予約時に必ず「別府大学関係」とおっしゃって下さい。もし満室でしたらご容赦
ください･･･

第15回全国大会の自由研究発表（口頭）
及びポスター発表の募集

大会第１日目（2018年3月3日）の午前に開催する第1分科会は、会員の「自由研究発
表」の分科会です。この分科会で報告を希望される方は、2017年12月20日（水）まで
に、「氏名、所属、報告（仮）テーマ」を、学会事務局宛にお知らせ下さい。また、前回
大会から設けられた「ポスター発表」に関しても、同様にお知らせください。 なお、要旨
集掲載の原稿締め切りは１月末の予定です。
【想定されるテーマ】
大学・学術の果たすべき役割、 大学評価や法人経営のあり方、評価書の読み方・読み解き、大学評
価・大学教育政策、公立大学問題、センター・附属施設の機能、教職協働の取り組み、ＦＤや学生
参画、授業づくりの実践、アクティブ・ラーニング、高大連携・高大接続の現状と課題、学生・青年
の発達保障・移行支援、就活・キャリア教育、無償教育の漸進的導入、ジェンダー問題・男女共同
参画、多様性と包摂 　など

＊申込先　大学評価学会共同事務局　〒612-8577京都市伏見区深草塚本町67　龍谷大学
メール hosokawa@biz.ryukoku.ac.jp　または　FAX 075(645)8634（細川研
究室）

＊第１５回全国大会の情報に関しては学会HP http://www.unive.jp/ に逐次新しいものを
アップいたします。必ずご確認下さい。

理 事 会 報 告

大学評価学会第Ⅵ期第10回理事会

日　時：2017年９月９日（土）午前10時半～12時
場　所：明治学院大学・白金校舎本館9 階 92 会議室 （キリスト教研究所隣）
出　欠：出席：安東、井上、岡山、小山、重本、水谷、光本、村上、米津、渡部＝10名
　　　　委任：植田、小池、蔵原、菊池、田中、西垣、日永、深野、藤原＝9名（海外片山）

http://www.hotelsunvalley.com/
http://www.hotelsunvalley.com/
mailto:hosokawa@biz.ryukoku.ac.jp
mailto:hosokawa@biz.ryukoku.ac.jp
http://www.unive.jp/
http://www.unive.jp/
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報　告：１．活動報告について（2017年3-8月）　　　　　 ・・・渡部
　　　　２．予算の執行状況について　　　　　　　　　　　・・・細川
　　　　　→財政状況が回復してきたので、「職員理事＆幹事」の会議出席補助について凍

結解除の方向を検討する。次回理事会＠名古屋にて、全面解除か一部解除かの
試算を出し検討する。

　　　　３．学会年報について（13号発行、14号編集など） ・・・安東
　　　　　→現在のエントリー予告数が７件。
　　　　４．シリーズ本の企画について　　　　　　　　　　・・・重本

→１２月入稿、１月校正、２月印刷、３月発行の予定を追及。編集委員会を刊行
委員会に位置づけて冊子に記載してはどうか。

５．その他

議　題：０．会員の異動
　　　　　→新入会１名を承認。
　　　　　　　役員数名、かつてのシンポジスト等を含めて「３年滞納者」がいるので手分

けして働きかける。
1． 活動計画について（2017年9月～）
2． 第15回全国大会＠別府大学（2018.3.3-4.）について

　　　　　→キーワードは「グローバル、ローカル、地域内循環と大学、留学生、製造業＠
九州、等々」。　細川さんが現地に出向いて相談する。

3． 第5回田中昌人記念学会賞に係る選考委員の選出について
　　　　　→井上、水谷、西垣、安東の４名を選出。
　　　　　添付の推薦公募案に問題がなければHPにアップ。

4． 第Ⅵ期理事会の総括作業と次期体制（第Ⅶ期2018-2021）について
　　　　　→現在の共同代表２名、副代表３名、事務局長・次長２名の計７名で相談を進め

次回理事会で合意を得る。
　　　  ５．第16回全国大会について

→つるぎ町企画は大会とはせず、中間集会／研究集会のような扱いではどうか。
　　　　　その年の大会は簡略化し、自由研究発表分科会＋総会＋シンポの１日で済ます。
　　　　  →課題研究を工夫してつるぎ町で開催してはどうか。
　　　　  →院生や若手からすれば、業績を確実に見通すためには大会が必ず３月に定期的に
 　　　　　開催され、定期に年報が出ることが肝要。
　　　  6．科研費の申請等について

→多くの会員が科研費を得て多様な学会活動の発展に寄与する方向で申請をすすめ
る。

　　　  7．その他
次回11/3（金・祝＠名古屋大学）
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研究会報告

第51回研究会

日　時：2017年７月８日（土）午後１時半～５時半ころ
場　所：龍谷大学深草キャンパス「和顔館Ｂ１１０教室」 
報告者：
１）渡部 昭男（神戸大学） 
「教育無償化」論議の経緯と特徴――無償化・憲法改正・財源
２）細井 克彦（大阪市立大学［名誉］） 
財界の大学介入・支配の構造――1990年代後半以降の政策的提言を中心に

大学評価学会第Ⅵ期第11回理事会

日　時：2017年11月３日（土）午前10時半～（２時間程度）
場　所：名古屋大学・教育学部「大会議室」
理　事：出席10名：安東、井上、植田、岡山、菊池、重本、西垣、深野、水谷、渡部
　　　　委任状10名：片山、小池、蔵原、小山、田中、日永、藤原、光本、村上、米津
幹　事：細川
報　告：
１．活動報告について（2017年9-10月）　　　　　 ・・・渡部
２．予算の執行状況について　　　　　　　　　　　・・・細川
３．学会年報について（14号編集など）　　　　　  ・・・西垣
　　別紙
４．シリーズ本の企画について　　　　　　　　    ・・・重本
５．第5回田中昌人記念学会賞について　　　　　　 ・・・渡部
６．その他
議　題：
１．会員の異動について（会費滞納を含む）　　　　　　　　　　［細川］
　→別紙のような内容で了承された。
２．第15回全国大会＠別府大学（2018.3.3-4.）について　　　　［細川、西垣］
　→別紙のような内容で了承された。
３．第Ⅵ期理事会の総括作業と次期体制（第Ⅶ期2018-2021）について［重本］
→重本代表理事から私案が提案され意見交換がなされた。方向性はおおむね了承された
ことにより、重本代表理事から関係の方々に連絡しお願いすることとなった。
４．会議出席費補助（出張予算を持たない理事・幹事）について　［細川］
→2017年度に関しては、会議費１万円と予備費10万円の枠内において、9/9＠東京、
11/3＠名古屋の理事会に関して補助する方向となった。
５．その他
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３）細川 孝 （龍谷大学） 
私立大学の「公立大学化」と設置者変更をめぐる問題

約20名の参加のもとに、熱心に研究協議がなされました。終了後は、韓国料
理店にて懇親を深めました。

（文責：渡部昭男）

第52回研究会

第52回研究会は、9月9日（土）午後、明治学院大学・白金校舎で行われまし
た。報告者は、菊地芳明さん（横浜市立大学）で、報告タイトルは「初期大学行
政管理学会における大学職員論―計量テキスト分析を用いて―」でした。
　 計量テキスト分析は、「文章」という質的なデータを計量的に分析する方法
で、具体的に単語の出現頻度や単語間の関係が明確になります。菊池さんは、大
学行政管理学会の初期号（創刊号～第5号及び6号の一部）の掲載論文のうち
「大学職員論」に関係すると思われる論文10本を今回の分析対象とされ、そこ
に表れる各用語の因果関係を明らかにされました。
大学行政管理学会は、学会という名称は付されていますが、大学職員の職能団
体の色彩も強く、そこに頻出する用語は、必然的に管理・運営に関連するもの
が上位となります。このため、「大学の自治」や「学問の自由」といった用語と
の親和性は殆ど感じられないとのことでした。この点は、大学評価学会の設立
宣言とは大きな差違があります。
菊池さんは、今回の分析を契機として、継続して大学行政管理学会の論調の分
析を試みられる予定とのことです。設置基準の大綱化以降、大学改革が常態化し
四半世紀が過ぎました。まさに「改革のための改革」に大学は翻弄されている
ような気がします。大学にとって本質的な理念の重要性を再確認するためにも、
菊池さんの研究の成果が期待されます。

（文責：村上孝弘）
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第53回研究会の報告

日 時：2017年11月3日（金・祝）午後１時半～４時半
場 所：名古屋大学・教育学部１階「大会議室」
報告者：堀 雅晴 氏（立命館大学）
「高等教育改革とガバナンス論：ガバナンス型大同団結による着実な改革展望へ」
指定討論者：細川 孝 氏（龍谷大学）
　「書評　堀雅晴『現代行政学とガバナンス』東信堂　2017年」
　「日本における『大学界』改革の実践―新自由主義・新保守主義に対峙する大学人
の課題―」

本研究会は、堀雅晴会員が今年刊行
した『現代行政学とガバナンス研究』
（東信堂）を基礎にしながら「高等教
育改革とガバナンス論：ガバナンス型
大同団結による着実な改革展望へ」に
ついて堀雅晴会員自身から報告しても
らった上で、細川孝会員から龍谷大学
（経営学部）の事例から見るガバナン
スとマネージメントの不在の実態報告
も紹介してもらい、現在の大学ガバナンスと実態と課題について討論を行った。
堀会員から、「2018年問題」を口実にする大学再編問題に対して、ガバナンス型大
同団結論が必要であるとの指摘と、その背景にある1980年代以降欧米で活発に研究
が進められたガバナンス研究について、ガバメントからガバナンスへという研究を焦
点にしながら、行政学における課題等の指摘があった。その中で日本におけるガバナ
ンス論が欧米とのガバナンス論研究と断絶が起きており、混乱をきたしている問題や
文科省が使う「ガバナンス」は経営学用語の「コーポレート・ガバナンス」とは異な
り、内部統制や管理運営の一端を担う広義の意味まで拡張している問題を指摘した。
また、それに対応するには、法制度等のフォーマルなレベルと教職員・学生による
日々の教育・研究活動の実態が大学を支えているインフォーマルなレベル双方を理解
したうえで、通常のフォーマルなガバナンス改革を加えて、インフォーマルなガバナ
ンス改革を進めながら、組み立てていく事が、将来展望につながるのではないかと立
命館大学の事例を交えながら報告があった。
細川会員からは、経営学における「ガバナンス（論）」「ステイクホルダー論」
「グローバル・ガバナンスの議論」について一定の整理と解説、そこから見える大学
ガバナンスから大学ガバメント（大学におけるトップマネージメントの正当性課題）
についての問題指摘がなされた。その上で、事例として龍谷大学のゼミに入れない問
題（10月30日報道）の経過についてガバナンスとマネージメントに着目しながらの概
略説明が行われた。
フロアーからも海外との比較や、日本における大学に起きている諸問題と大学ガバ
ナンスの関係について積極的な議論が展開した。

（文責：安東正玄）
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第5回「田中昌人記念学会賞」に係る対象業績等の推薦について

　 第Ⅵ期第10回理事会（2017.9.9.）の協議に基づき、以下の要領で対象業績等
の推薦を受け付けます。
締め切り：2017年12月25日（月）正午まで
対　　象：１）本学会誌（～第13号）および本学会シリーズ本（～第7巻）での

掲載原稿
２）学会以外の出版物およびそこでの掲載原稿＊
　　（＊の場合は会員２名以上の推薦者による推薦）

書　　式：推薦者氏名・所属、推薦年月日、対象業績及び氏名、推薦理由＊＊
　　　　　　　（＊＊学会HP「田中昌人記念学会賞」に格納されている第１～４

回受賞の情報を参照のこと）
備　　考：「田中昌人記念学会賞運営規程」は学会HP「田中昌人記念学会賞」に

格納済み。
おおよその日程は、2018年1月＝選考委員会による選考、同2月＝
選考結果の理事会への報告と理事会による審議、同3月3日（土）
第15回大会＠別府大学で開催される総会時に公表の予定。

送 付 先：大学評価学会事務局
〒612-8577　京都市伏見区深草塚本町67 龍谷大学 細川孝 研究室 気付
　　　　E-mail:hosokawa@biz.ryukoku.ac.jp　電話:075-645-8634

会費納入のお願い
　 大学評価学会の会計年度は、3月1日～翌年2月28日となっております。2017
年度の会費納入にご協力ください。また過年度分の会費が未納の方は、あわせ
納入ください。ご不明の点がございましたら、以下の事務局会計担当までご連
絡ください。
　　　細川　孝（大学評価学会事務局　会計担当）

〒612-8577　京都市伏見区深草塚本町67番地　龍谷大学経営学部　　　　　　
電話・Fax：075-645-8634（ダイレクトイン）
メールアドレス：hosokawa@biz.ryukoku.ac.jp

mailto:hosokawa@biz.ryukoku.ac.jp
mailto:hosokawa@biz.ryukoku.ac.jp
mailto:hosokawa@biz.ryukoku.ac.jp
mailto:hosokawa@biz.ryukoku.ac.jp
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財政報告
2017年10月末現在の残高：1,113,352円（郵便振替口座1,053,108円＋現金60,244円）
※　以上には、一般会計、全国大会特別会計、シリーズ本特別会計を含みます。
　　　年度内の支出見込みは、「通信」作成および発送、全国大会に関する費用等です（年報関係
は支出済。シリーズ本の刊行時期は未定）。

全国大会特別会計について（第14回大会の報告）

2017年度決算 2017年度予算
前期大会繰越金 64,025 64,025

全国大会（第１４回大会） 97,820 100,000

開催補助（一般会計から） 10,000 10,000

参 加 費 74,000 90,000

雑 収 入 13,820 0

＜収入合計＞ 161,845 164,025

会 場 費 0 0

講師等 謝金・旅費 0 0

アルバイト代 10,000 20,000

諸 雑 費 3,367 10,000

予 備 費 0 20,000

＜支出合計＞ 13,667 50,000

＜次期大会・繰越金＞ 148,178 　　114,025
注）雑収入は、懇親会参加費（84,000円）と開催費用（70,180円）の差額である。

寄贈本の一覧

・大学基準協会『大学基準協会  1155年間の歩み（22000022－22001166年）』大学基準

  　協会、22001177年。

・碓井敏正『教科化された道徳への向�き合い方』かもがわ出版、22001177年。

・日本教師教育学会編『教師教育研究ハンドブック』学文社、22001177年。

※　事務局に届いた順に記載しています。
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海外留研報告
札幌学院大学・片山一義

　 私は，2016年９月から今年9月末までの約13カ月間，大学から海外留研の機会をもらっ
て，カリフォルニア大学バークレー校，東アジア研究所（UC Berkeley ,Institute of East 
Asian Studies）の客員研究員となり，初めて海外で研究生活を送った。
　 この１年間，日本では得ることのできない貴重な時間と空間を体験したが，なかでも一
番強烈に印象に残ったことは，渡米３カ月後に実施されたアメリカの大統領選挙とその後
の出来事であった。元々，カリフォルニア州は民主党が強いブルー・ステイト（民主党支
持者は有権者の７割以上，サンフランシスコでは８割超）であるが，結果はよりによって
民族排外主義者で，ヘイトスピーチを公然と言ってのける品のないトランプが勝ったので
ある。州民は驚きとともに大統領の「解任」に向けた市民運動が，様々なレベルで一気に
盛りあがった。また，アメリカ社会は分裂しているとの印象ももった。
　 UC,Berkeleyは，1960年代に始まるフリースピーチ・ムーブメントの発祥地で，現在に
到るもリベラルな気質は受け継がれ，反権力と学生運動に関心をもつ若者の「憧れ」の超
難関大学でもある（この点は同じ地域に設置されながら，単なるガリ勉学生主体のスタン
フォード大学とは大きく異なる）。大学では学生の共和党員も多数存在している。彼等は
普段見分けはつかないが，大統領選の結果を受け，学内でかなり公然と政治活動を展開す
るようになった（ようだ）。他方，それに反対する学生も大勢いる。当然ながら学内での
衝突も避けられない。その一つのクライマックスが今年２月2日に発生した暴動であっ
た。写真のように火焔瓶が使用さ
れた。またこの暴動は一般市民を
巻き込み，銀行，商店街も打ち壊
されるなど，大学周辺も大きな被
害を受けた。当然ポリス（機動
隊）も学内に入る。以後，こうし
た機動隊導入沙汰は，かなり頻繁
となって，今も続く。
　サンフランシスコでは，個々の
学生も政治や政党の有り方に対し
て，公然と意見を述べ，様々な集
会，運動に参加する（移民が多いこ
ともその背景にあるのかもしれな
い）。見ていて実に気持がいい。こうしたアメリカの日常世界にどっぷりと浸かった後，
帰国してわが大学の学生を見て愕然とした。完全に目が死んでいる。政治や社会の曲がり
角という点では，日本はアメリカ以上だと思うが，かれらの日常会話からは，その種の怒
りというか反応は全くない。その意味で，高等教育に携わる者として，これから定年まで
残り７年，大学で学生とどう向き合うか，真剣に考えるきっかけを与えた留研生活であっ
たように思う。

2017年2月2日夜，UC, Berkeley, Sproul Hall前広場。
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｢無償教育の漸進的導入｣に係る公開研究会2017(5)の報告

　「漸進的無償化」科研は11月19日（日）午後、2017年度第5回の研究会を開催しました。今
回の研究会は、上杉孝實さん（京都大学名誉教授、基礎教育保障学会会長）による「いま日本
社会に求められる教育権・学習権の保障－基礎教育から高等教育まで－」と題した基調講演
と、「学費・奨学金問題の世代間ギャップをどう埋めるか」のテーマでのシンポジウムから構
成されました。参加者は20数名でした。

　 上杉さんは、学校教育の意味から義務教
育、基礎教育、後期中等教育、高等教育、
そして社会教育にわたって俯瞰され、日本
における教育の問題点と課題について述べ
られました。無償性のあり方をめぐっては
「普遍主義」に立つことの重要性を指摘さ
れるとともに、日本の教育費については
「基本的人権の基礎としての教育への権
利」から問題点を指摘されました。
　 講演を受けて、「education for all, 
education by all」の「by all」の実例、
「参加民主主義の実現に向けた教育」に向
けた「無償化」の意義、政府の教育内容への

介入について質問が出され議論を深めました。教育学の門外漢（細川）にとっては、刺激的で
多くの知見を得ることができた講演と質疑応答でした。
　 第２部では４人の方に登壇いただき、それぞれの立場から学費・奨学金について意見交換を
行いました。
４回生の学生からは、大学に入学してから奨学金の返済の実態について知ったことや、LDA-

KYOTOでの取り組みについて発言されました。高校生と中学生の子どもをもつお母さんは、
自分たちの学生時代と比較しつつ、現在の子どもたちの置かれた状況について不安を交えて語
られました。大学を卒業して５年目になる、奨学金を返済中の方は、「高い授業料を払ってま
で大学に行く価値があるのか」「学生が困っている状況にあることを教員たちは知る必要があ
る」など率直な思いを述べられました。大学職員の方は、サークルで接している学生の実情に
も触れながら、卒業後の奨学金の返済の厳しい見込みを指摘しました。
４人の発言を受けて、「日本では、親が学費を負担するのが当たり前とされている」こと

や、「学生たちが（消費社会の圧力を受けて）自由を失っている」ことなどについて参加者を
まじえて議論されました。また、大学の存在価値や可能性についても議論されました。
今回のシンポジウムを通じて何か結論的なものを得たわけではありません（当初からそのこ

とは難しいと考えていました）が、当事者であ
る学生、（奨学金を返済中の）卒業生にも発言
いただいて有益な機会となりました。同時に、
「漸進的無償化」の理念を社会的に共有してい
くことの困難さを改めて実感しました。引き続
き研究と実践に取り組んでいきたいと思いま
す。
最後になりましたが、第２部（シンポジウ

ム）について共催いただいた、コンシューマー
ズ京都（京都消団連）、学費と奨学金を考える
龍谷大学みんなの会に御礼申し上げます。

（文責：細川）
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「漸進的無償化」科研12～1月企画のお知らせ

〇公開研究会（６）
・日　　時：２０１７年１２月１８日（月）　14:45開場

15:00～17:30（終了予定）
・場　　所：龍谷大学「アバンティ響都ホール」会議室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〒601-8003 京都府京都市南区東九条西山王町31 アバンティ9階
・アクセス：JR京都駅八条東口より徒歩約１分 

https://www.ryukoku.ac.jp/ryudaihall/access/
・演 　　題：「定常型社会＝持続可能な福祉社会」の構想

――教育と「人生前半の社会保障」にふれつつ――
・講　　 師：広井　良典　氏（京都大学こころの未来研究センター教授）
・定　　 員：２５名（参加希望の方は渡部まで必ずご一報下さい）参加費不要
・申し込み：渡部昭男(神戸大学大学院教授)　akiowtnb@port.kobe-u.ac.jp

〇日欧シンポジウム
・日　　時：２０１８年１月２８日（日）午後1～5時
・場　　所：ホテル「フォーレスト本郷」会議室
　　　　　　　（〒113-0033　東京都文京区本郷6-16-4）
・アクセス：南北線/東大前駅より徒歩5分

http://www.forest-hongo.com/access/index.html
・テ ー マ：国際人権Ａ規約第13条「教育への権利right to education」

―今日的意義及び日本の現状と課題―
・基調講演：13:10～14:30

Fons Coomans（フォン・クーマンズ）氏
　オランダ・マーストリヒト大学教授／ユネスコ人権平和議長
https://www.maastrichtuniversity.nl/fons.coomans

　　「（仮）：国際人権Ａ規約第13条『教育への権利』の今日的意義」
・話題提供：14:50～15:30

①三輪　定宣（みわ　さだのぶ）氏
千葉大学名誉教授／奨学金の会・代表

　　「（仮）：『奨学金の会』からみた日本の現状と課題」
②西川　治（にしかわ　おさむ）氏
神奈川総合法律事務所弁護士／奨学金問題対策全国会議・事務局次長

　　「（仮）：『奨学金問題対策全国会議』からみた日本の現状と課題」
・討　　論：15:50～17:00　
・定　　員：３５名（参加希望の方は渡部まで必ずご一報下さい）参加費不要
・申し込み：渡部昭男(神戸大学大学院教授)　akiowtnb@port.kobe-u.ac.jp

https://www.ryukoku.ac.jp/ryudaihall/access/
https://www.ryukoku.ac.jp/ryudaihall/access/
mailto:akiowtnb@port.kobe-u.ac.jp
mailto:akiowtnb@port.kobe-u.ac.jp
http://www.forest-hongo.com/access/index.html
http://www.forest-hongo.com/access/index.html
https://www.maastrichtuniversity.nl/fons.coomans
https://www.maastrichtuniversity.nl/fons.coomans
mailto:akiowtnb@port.kobe-u.ac.jp
mailto:akiowtnb@port.kobe-u.ac.jp
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2017年7月8日（土）第51回研究会（龍谷大学）
7月9日（日）「漸進的無償化」科研公開研究会(1)（キャンパスプラザ京都）
8月11日（金）「漸進的無償化」科研特別企画(1)（北海道大学）
8月18日（金）徳島県つるぎ町への訪問調査
8月24日（土）-25日（金）長野県信州高等教育支援センターへの訪問調査
8月25日（金）日本教育学会第76回大会RT企画／「漸進的無償化」科研公開研(2)

を兼ねる（桜美林大学）
9月9日（土）第Ⅵ期第10回理事会、第52回研究会、「漸進的無償化」科研公開研

究会(3)（明治学院大学）
9月10日（日）「漸進的無償化」科研公開研(4)（フォーレスト本郷）
11月3日（金）第Ⅵ期第11回理事会、編集委員会、第53回研究会（名古屋大学）
11月4日（土）「漸進的無償化」科研特別企画(2)（ＫＫＲホテル中目黒）
11月19日（日）「漸進的無償化」科研公開研究会(5)（龍谷大学）

＜予定＞
2017年12月18日（月）「漸進的無償化」科研公開研究会(6)（アバンティ響都ホール・会
　　　　　　　　　　議室）
2018年1月28日（日）「漸進的無償化」科研日欧シンポジウム（フォーレスト本郷）

2月下旬　会計監査（龍谷大学深草学舎（予定））
3月3日（土） 第Ⅵ期第12回理事会（別府大学）
3月3日（土）～4日（日）第15回全国大会・会員総会（　〃　）
3月4日（日） 第Ⅶ期第1回理事会（　〃　）

【大学評価学会の日誌】

mailto:akiowtnb@port.kobe-u.ac.jp
mailto:akiowtnb@port.kobe-u.ac.jp
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